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ＪＲ東労組  業務部 

 初年度は全体で８０名程度採用。今後については、エルダー社員の数が読めない。 

 １０年後を目途にグループ内で技術指導ができる体制づくりをしていく。 

 業務委託の窓口ができる人を配置している。 

 何を聞いても分かる人で管理体制ができるのが理想だ。それには時間がかかる。 

 フローチャートを示してやっている。現場にて検証は行っていない。 

 発注書がなくて作業をしていることはない。タイムリーに紙がでているかは不明。 

○ダイヤ改正の間近まで情報がなく職場が混乱した！ 

○触ったことのない車両が移管され、勉強会もできなかった！ 

 本体の限定運転士教育と同じ。免許取得後も構内規模に合わせ教育を実施する。 

 将来の体制を考えた場合、今年から運転士を育成していくことは大事だ。 


